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[ 1 ] a1 =
p

2，an+1 :=
p

2
an (n = 1, 2, . . . ) で定まる数列を考える．

(1) {an}は 2を一つの上界とする狭義単調増加数列であることを示せ．
（数列の上界とは，数列の値からなる集合の上界のことである．）

(2) lim
n!1

an を求めよ．
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[ 2 ] Leibnizの公式を用いて次式を示せ：
(x3 sin x)(n) = An(x)(sinx)(n) + Bn(x)(cos x)(n) (n = 1, 2, . . . )

ここで，多項式 An(x)，Bn(x)も求めること．

[ 3 ] f(x) := lim
n!1

exp
�1

x2 + 1
n

とする．k = 0, 1, 2, . . . に対して次を示せ：

f (k)(x) =

(
e�x�2

Qk

⇣ 1
x

⌘
(x 6= 0), ただし Qk(y)は 3k次の yの多項式

0 (x = 0)
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[ 4 ] lim
x!0

1
x2

✓
1p

1 + x
� log(1 + x)

x

◆
を求めよ．

[ 5 ] (1) 函数 f(x) := x4/3 sin 1
x
は区間 I := ( 0, 1 ]で一様連続であることを示せ．

(2) (1)の函数 f(x)の導関数 f 0(x)は I で有界でないことを示せ．　
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[ 6 ] 実数 xに対して，xを越えない最大の整数を [x ]で表す．
(1) 函数 f(x) := x� [x ]は閉区間 I := [ 0, 3 ]で区分連続であるから，教科書によれば積分可能であ

る．定積分
Z 3

0
f(x) dxを求めよ．

(2) f(x)の不定積分 F (x) :=
Z x

0
f(t) dt (x 2 I)を求めてグラフをかけ．

(3) 開区間 ( 0 , 3 )での f の不連続点における F の微分可能性について調べよ．　


